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Ｑ　

補
助
金
の
内
訳
は
。

Ａ　

認
定
農
業
者
３
人
分

で
コ
ン
バ
イ
ン
・
田
植
え

機
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
建
築

に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

Ｑ　

観
光
誘
客
支
援
助
成

金
の
予
測
さ
れ
る
効
果
と

今
後
は
。

Ａ　

交
流
人
口
の
増
加
と

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
今
後
は
今
回

の
成
果
を
検
討
し
て
か
ら

決
め
ま
す
。

Ｑ　

ツ
ア
ー
客
は
何
人
く

ら
い
に
な
る
予
定
か
。

Ａ　

最
大
80
人
の
予
定
で

す
。

Ｑ　

東
京
か
ら
の
ツ
ア
ー

客
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
す

す
め
て
ほ
し
い
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
納
税
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。

Ｑ　

雨
な
ど
で
川
せ
が
き

が
中
止
に
な
っ
た
場
合
の

ツ
ア
ー
内
容
の
変
更
は
。

Ａ　

足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

平成30年

６月定例会
６
７

６
14

（８日間）

 本　会　議 
７日　一般質問
８日・14日

議案審議他

 常任委員会 
11日　総務産業
12日　文教民生

　

平
成
30
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
の
改
正
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
等
上
程
さ
れ
、
審

議
し
原
案
の
と
お
り
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

総額約44億8,228万円
一般会計補正予算 約528万円が追加約528万円が追加

①はばたけ『ぐんまの担い手』
支援事業補助金…約498万円
（農家のための農機具・農業資材購入補助金）

②観光誘客支援助成金…50万円
（東京方面からの川せがきや千代田の名所をめぐるためのツアー代金補助）

①  継続 　農業育成確保の支援
②  新規 　川せがきバスツアー
③  新規 　部活動指導員（P.3に特集記事）

注目の追加事業はこれだ！注目の追加事業はこれだ！

主
な
質
疑

主
な
質
疑

田植え機

夜空に映える川せがきの花火

平成30年度平成30年度 可決
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教
職
員
の
残
業
時

間
の
多
さ
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
教

育
長
よ
り
、
平
成
29

年
９
月
議
会
で
教
員

の
１
日
平
均
の
残
業

時
間
が
３
時
間
か
ら

３
時
間
半
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
30
年
３
月
議
会
で

は
、
１
名
の
部
活
動

指
導
員
を
配
置
し
た

い
と
い
う
答
弁
も
あ

り
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
よ
り
１

名
の
部
活
動
指
導
員

が
中
学
校
に
配
置
さ

れ
、
週
に
６
〜
７
時

間
、
顧
問
の
教
員
の

代
わ
り
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　

部
活
動
指
導
員
の
配

置
が
早
ま
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

国
と
県
の
補
助
金
内

示
が
あ
り
、
６
月
１
日
よ

り
配
置
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

部
活
動
指
導
員
の
報

酬
は
適
当
か
、
ま
た
ど
の

く
ら
い
の
時
間
指
導
す
る

の
か
。

Ａ　

報
酬
は
国
の
補
助
基

準
額
に
準
じ
て
お
り
、
週

に
６
〜
７
時
間
、
教
員
の

代
わ
り
に
指
導
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

140万円追加され総額約８億6,160万円になりました

平成30年度平成30年度    介護保険特別会計補正予算介護保険特別会計補正予算

③教育③教育研究奨励事業…約31万円
（運動部活動指導員の配置のため）

●指導員
マイタウンティーチャーと兼務ですが、一生懸命指
導したい。
●中１／Ｔ君
　先生の教え方がわかりやすい。アドバイスが的確。
●中１／Ｙ君
　先生はバドミントンをやっていたのでウマイ。
●中１／Ｋ君
　お父さんがバドミントンをやっていたので始めた。

主
な
質
疑

人 事 案 件

部活動指導員

指導員とのバドミントンの練習

バドミントン部の活動風景

教員の負担軽減につながるか⁉ 
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
に
部
活
動
指
導
員

配
置

公平委員に福田理
ま さ み

已氏（瀬戸井）を再任しました。
注）公平委員会は、地方公務員に対する不利益な処分などについて、審査等必要な措置をとります。

現 場 の 声

部活動指導員の取り組みはぜひ続けてほしいと思います。（森）

部活動指導員が増えないと先生の負担が減らないと思います。（大谷）

可決

議員が注目
現地取材
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第６回  議会報告会 子ども議会
期日：平成30年11月６日（火）　午後２時から
場所：千代田町役場　３階　議場
目的： 開かれた議会を目指し、中学生の社会科の開かれた議会を目指し、中学生の社会科の

生きた勉強と、子どものまちづくりへの考生きた勉強と、子どものまちづくりへの考
えを参考にします。えを参考にします。

昨年の報告会 町議会議員と昨年の子ども議員

審議議案と議員の賛否（第２回定例会）
上程された議案・概要・結果

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

襟
川　

仁
志

小
林　

正
明

柿
沼　

英
己

細
田　

芳
雄

青
木　

國
生

髙
橋　

祐
二

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
（千代田町税条例の一部を改正する条例）◇【法人町民税の納期限延長にかかる延
滞金の特例、固定資産税関係の新築住宅等に関する減免規定の創設などの改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

（千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例）◇【都市計画税の減額規定の追
加、なだらかな税負担措置を図るため、負担調整措置の延長に伴う改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

（千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）　◇【国民健康保険税の基
礎課税額に係る課税限度額、減額対象となる所得基準、マイナンバーにより雇用
保険受給者資格証明書の提示が不要となる改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

（平成29年度千代田町一般会計補正予算（第７号））◇【農林水産業費約488万円
を平成30年度へ繰り越すため、繰越明許費を追加】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

条例の一部改正
千代田町職員の給与に関する条例　◇【職員の意識改革の一環として「主査」を
「係長代理」と名称変更する】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町税条例　◇【わがまち特例の改正により、汚水・廃液の処理施設関係の
参酌基準の改正、再生可能エネルギー関係、中小企業の生産性向上支援について
追加】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町都市計画税条例等　◇【都市再生特別措置法等の改正に伴う改正】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）
千代田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例　
◇【厚生労働省で定める「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」
の文章の修正及び一部追加に伴う改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例　◇【厚生労働省で定める「指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準」の文言修正に伴う改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例　◇【厚生
労働省で定める「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」の改正に伴う
改正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町地区計画区域内における建築物の制限に関する条例　◇【新規工業団地
において、建築物の制限の、最少区画面積3,000㎡の基準を設ける】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

平成30年度　補正予算
一般会計（第１号）◇【約528万円を追加し総額約44億8,228万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）
介護保険特別会計（第１号）◇【約140万円を追加し総額約８億6,160万円とする】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）
人　事
千代田町公平委員会の委員の選任の同意　◇【現委員の福田理已氏を再任（瀬戸
井地区）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

期日：平成30年11月10日（土）　午後６時30分から
場所：千代田町民プラザ　１階　講義室
目的： 開かれた議会の実現を図るため、町民と議開かれた議会の実現を図るため、町民と議

員が町政全般にわたり情報及び意見を交換員が町政全般にわたり情報及び意見を交換
します。します。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ 今年も開催します。
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６議員が登壇６議員が登壇

小林　正明 議員 P.６

①  新規就農者への支援と今後の農業につ
いて

森　　雅哉 議員 P.８

①  環境に対する国際規格への取り組みに
ついて

橋本　和之 議員 P.10

① 防災対策について

大谷　純一 議員 P.７

① PTAの役割とその是非について
②  学校施設における防犯対策と天変地異
に対する避難対策

酒巻　広明 議員 P.９

① 公共施設のサービス向上の考えは

大澤　成樹 議員 P.11

① 町活性化事業について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営における事
務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、報告・説明を求
め、または疑問を問いただすことをいいます。
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問　

新
規
就
農
者
へ
の
支

援
と
６
次
産
業
化
な
ど
今

後
の
農
業
は
。

町
長　

新
し
い
雇
用
環
境

の
創
出
を
目
標
に
、
各
種

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
の
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
の
該
当
が
１
名
お

り
、
補
助
金
で
支
援
し
ま

し
た
。
６
次
産
業
化
支
援

事
業
も
１
名
の
相
談
者
が

い
ま
し
た
。

問　
農
業
の
次
世
代
育
成
、

地※

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
考
え
は
。

町
長　

農
業
の
次
世
代
育

成
に
つ
い
て
は
、
就
農
形

態
の
多
様
化
に
対
応
し
た

相
談
業
務
を
町
と
Ｊ
Ａ
、

館
林
地
区
農
業
指
導
セ
ン

タ
ー
と
連
携
、
さ
ら
に
ち

よ
の
会
、
農
業
委
員
会
、

認
定
農
業
者
と
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。
都
内
で

年
２
回
開
催
さ
れ
る
新
農

業
人
フ
ェ
ア
へ
就
農
相
談

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
、
地
域
の
実
態

に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る

プ
ラ
ン
の
作
成
や
実
現
に

向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
メ
イ
ン
と
な
る

地
域
の
話
し
合
い
を
積
極

的
に
実
施
し
、
担
い
手
の

確
保
、
新
規
就
農
者
の
支

援
と
い
う
重
要
課
題
を
推

進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　

観
光
農
園
の
考
え

は
。

町
長　

今
年
３
月
に
、
３

回
目
と
な
る
都
内
の
観
光

会
社
主
催
の
体
験
ツ
ア
ー

新規就農者への支援と
今後の農業は
【 町長 】新しい雇用環境の創出を目標に

各種施策を進めています

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

たくさん実ったゴーヤの収穫

が
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た

ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
満
足

し
た
と
大
変
好
評
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り
、

観
光
農
園
に
情
熱
を
持
っ

た
方
が
ち
よ
の
会
や
各
種

団
体
に
も
所
属
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
年
度
設
置
し

た
経
済
課
商
工
観
光
係
と

打
ち
合
せ
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。
町
に
貢
献
し

た
い
と
熱
意
を
持
っ
た
方

を
、
是
非
と
も
行
政
と
し

て
積
極
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 ※ 地域農業マスタープラン

後継者不足などにより耕作者が減
少し、農地の荒廃が進まないよう、
新規就農者の増加などを促す。

つぶやき

観光農園ができて賑や
かな町になるといい
なぁ。
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問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
定
義
は
。

教
育
長　

任
意
加
入
の
団

体
で
あ
り
、
そ
の
理
念
と

目
的
は
保
護
者
と
教
職
員

が
学
び
合
う
こ
と
で
教
養

を
高
め
、
そ
の
成
果
を
家

庭
、
学
校
、
そ
し
て
地
域

に
還
元
し
、
児
童
生
徒
の

健
全
な
発
達
に
寄
与
す
る

こ
と
で
す
。

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
数
は

時
代
の
現
状
に
合
わ
せ
て

増
減
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

役
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
東
小
学
校
の

地
区
役
員
数
は
昨
年
度
と

比
べ
今
年
度
か
ら
半
減
し

ま
し
た
。
西
小
学
校
で
は

平
成
10
年
か
ら
ほ
ぼ
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
学

校
で
は
昭
和
43
年
か
ら
変

更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
数
が
西

小
学
校
で
１
１
０
名
、
中

学
校
で
１
０
１
名
、
中
学

校
で
は
保
護
者
３
人
に
１

人
が
役
員
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、多
す
ぎ
な
い
か
。

教
育
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

学
校
内
外
に
お
い
て
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
多
く
の

専
門
部
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
役
員
数
に
関
し
て

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
諮
っ
て

変
更
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
ま
す
。

PTAとは

【 教育長 】児童生徒の健全な発達に寄与する
団体です

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

不審者をさすまたで（訓練）

問　

殺
意
等
を
持
っ
た
不

審
者
が
学
校
内
に
侵
入
し

た
場
合
の
訓
練
等
は
し
て

い
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
ご
と
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
大

泉
警
察
署
の
協
力
の
も

と
、
訓
練
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

問　

小
中
学
校
に
お
け
る

水
害
対
策
は
万
全
か
。

教
育
長　

学
校
で
も
水
害

対
策
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
児
童
生

徒
自
身
に
安
全
の
た
め
の

能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

安
全
教
育
の
推
進
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

問　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
作
動

し
た
場
合
、
学
校
で
は
な

ぜ
体
育
館
に
避
難
す
る
の

か
。
教
室
よ
り
体
育
館
の

方
が
安
全
な
の
か
。

教
育
長　

頑
丈
な
建
物
で

あ
る
体
育
館
で
、
窓
か
ら

離
れ
た
場
所
が
有
効
で
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。

つぶやき

安全・安心な学校にし
てもらいたいなぁ。

教
育
施
設
に
よ
る
不
審
者
対
策
は

万
全
か

【
教
育
長
】　

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
あ
り
、
訓
練
も

し
て
い
ま
す

千代田町議会だより「大河」143号　平成30年７月25日発行7



問　

環
境
へ
の
取
り
組
み

は
大
切
だ
と
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

非
常
に
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
は
千
代
田
町
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続
き

エ
コ
ち
よ
だ
を
継
続
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

町
内
で
Ｉ※

１

Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
な
ど
環
境
に

関
す
る
規
格
の
認
証
を

受
け
た
事
業
者
の
総
数

は
把
握
し
て
い
る
か
。

経
済
課
長　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認

証
取
得
支
援
事
業
奨
励

金
を
申
請
し
、
交
付
を

受
け
た
事
業
者
の
実
績

は
３
社
で
す
。
企
業
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い

国際的な環境規格への支援は

【 町長 】近隣市町村の動向も踏まえて
検討します

森　雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
奨
励
金
に

つ
い
て
今
後
の
周
知
方
法

は
。

経
済
課
長　

新
規
工
業
団

地
の
造
成
に
伴
い
、
企
業

誘
致
の
一
つ
と
し
て
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
認
証
取
得
事
業
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
準
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

生
活
環
境
を
保
全
す

る
町
の
条
例
の
情
報
は
入

手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

環
境
下
水
道
課
長　

町
の

騒
音
や
振
動
な
ど
の
環
境

基
準
は
群
馬
県
の
生
活
環

境
を
保
全
す
る
条
例
施
行

規
則
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
基
準
を
準
用
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
環
境
保
全
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
に
対
象

と
な
る
施
設
及
び
基
準
値

が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
現

在
の
と
こ
ろ
掲
載

が
な
い
の
で
、
今

後
掲
載
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

エ※
２

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

な
ど
、
環
境
に
関
す
る
ほ

か
の
規
格
に
関
し
て
も
奨

励
金
の
範
囲
を
広
げ
る
の

は
ど
う
か
。

町
長　

近
隣
市
町
の
動
向

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
に
つ

い
て
取
得
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

町
長　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
に
準
じ
た
エ
コ
ち
よ
だ

実
施
計
画
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※１ ISO14001
国際標準化機構による環境保全へ
の取り組み。
※２ エコアクション21
環境省が策定した日本独自の環境
保全への取り組み。

町の騒音等の環境基準になっている
「環境保全ハンドブック」

つぶやき

千代田町は環境への取
り組みもしっかり行っ
ています。
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問　

今
年
度
か
ら
千
代
田

町
都
市
公
園
及
び
千
代
田

町
社
会
体
育
施
設
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
が
、
利
用

者
か
ら
意
見
な
ど
は
。

町
長　

使
用
料
金
の
徴
収

を
開
始
し
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
高
い
安
い
な
ど
の
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

営
利
目
的
の
使
用
者

に
対
し
て
、
利
用
を
促
す

周
知
・
Ｐ
Ｒ
は
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の

よ
う
な
周
知
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

町
長　

通
常
の
施
設
利
用

と
同
様
に
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
周
知
や
担

当
課
窓
口
に
料
金
改
定
の

お
知
ら
せ
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
継
続
し
て
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問　

施
設
に
お
い
て
、
多

目
的
ト
イ
レ
な
ど
は
充
実

し
て
い
る
か
。

町
長　

屋
外
ト
イ
レ
は
古

い
和
式
が
大
半
で
す
。
今

後
、
古
い
ト
イ
レ
な
ど
老

朽
化
に
よ
り
改
修
を
行
う

場
合
に
は
、
利
用
者
が
安

全
安
心
で
快
適
に
利
用
で

き
る
ト
イ
レ
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

各
施
設
の
設
備
や
駐

車
場
な
ど
の
安
全
対
策

は
。

町
長　

路
肩
に
駐
車
し
て

い
る
車
に
は
、
ほ
か
の
通

行
者
へ
の
障
害
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、

昨
年
な
か
さ
と
公
園
に
温

度
計
を
設
置
し
ま
し
た
。

防
護
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

日
常
の
維
持
管
理
の
中
で

破
れ
や
穴
な
ど
を
見
つ
け

た
場
合
に
は
早
急
に
修
繕

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
し
て
ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
施
設
の
維
持
管

理
や
運
営
に
充
て
る
た
め

の
安
定
的
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
施
設
の
魅

力
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
も
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
先
進
地
等
の

ネーミングライツ導入は

【 町長 】制度導入に向け取り組んで
いきます

酒巻 広明議員
HIROAKI  SAKAMAKI

東部運動公園内野球場に設置されているトイレ

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

対
象
施
設
や
命
名
権
料
の

算
定
基
準
、
期
間
、
募
集

の
方
法
、選
定
基
準
な
ど
、

基
本
的
な
考
え
を
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
募
集

要
綱
を
現
在
作
成
中
で
す
。

制
度
導
入
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。※ ネーミングライツ

公の施設等に愛称を命名する権
利。

つぶやき

魅力ある施設へサービ
ス向上を！
安心安全にみんなでキ
レイに使いましょう‼ 

千代田町議会だより「大河」143号　平成30年７月25日発行9



問　

全
戸
配
布
さ
れ
た

「
千
代
田
町
防
災
マ
ッ
プ
」

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

町
長　

防
災
訓
練
や
広
報

で
の
防
災
特
集
で
活
用
方

法
を
周
知
し
た
い
で
す
。

ま
た
地
区
の
自
主
防
災
組

織
の
訓
練
で
活
用
が
見
込

ま
れ
る
ほ
か
、
各
家
庭
で

実
情
に
合
っ
た
申
し
合
わ

せ
な
ど
に
利
用
し
て
も
ら

い
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
対
し
、
住

民
の
皆
様
に
定
期
的
に
啓

蒙
活
動
を
促
し
て
い
き
た

い
で
す
。

問　

災
害
時
に
お
け
る
共

助
と
し
て
自
主
防
災
組
織

は
有
効
だ
が
、
未
設
置
行

政
区
に
ど
の
よ
う
に
設
置

を
促
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

平
成
29
年
２
月
に

未
設
置
行
政
区
の
区
長
に

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
と
活
動
と
い
う
冊
子
を

提
供
し
、
今
年
も
提
供
し

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的

に
情
報
提
供
を
し
て
設
立

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問　

自
主
防
災
組
織
を
設

立
後
の
運
用
方
法
な
ど
の

支
援
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

町
長　

地
区
の
み
で
活
動

し
て
い
く
に
は
限
界
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本

年
度
内
に
自
主
防
災
組
織

の
連
絡
協
議
会
の
設
立
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
各
地
区
の
現
状
や
訓
練

防災マップの活用予定は

【 町長 】定期的に啓
けいもう

蒙活動を促していきたい

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

貴重な情報が詰まった
「千代田町防災マップ」

内
容
を
共
有
し
て
今
後
の

活
動
に
活
か
す
ほ
か
、
事

業
を
企
画
し
活
動
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

地
域
の
防
災
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
少
年
少
女

消
防
団
や
女
性
消
防
団
を

作
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

本
町
で
は
小
学
校

４
年
生
以
上
が
防
火
ク
ラ

ブ
に
加
入
し
て
お
り
、
消

火
器
の
取
り
扱
い
や
防
災

訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
女
性
消
防
協
力
会
が

各
行
政
区
で
組
織
さ
れ
、

防
火
啓
発
や
救
護
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
少
年
少
女
消
防
団
、

女
性
消
防
団
を
改
め
て
作

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つぶやき

力作の「千代田町防災
マップ」は学校や家庭、
自主防災組織などあら
ゆる場面で有効に使わ
れて欲しいですね。
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問　

植
木
の
里
、
新
規
４

事
業
（
フ※

ッ
ト
パ
ス
・

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
・
誕

生
記
念
樹
・
生
垣
補
助
金
）

の
狙
い
は
。

町
長　

人
の
交
流
促
進
や

定
住
、
移
住
促
進
、
関
係

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

本
町
へ
訪
れ
て
も
ら
い
、

町
の
魅
力
発
信
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

フ
ッ
ト
パ
ス
・
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
進
捗
状

況
は
。

町
長　

町
の
広
報
紙
を
利

用
し
、
フ
ッ
ト
パ
ス
・

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
提

供
者
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

紹
介
デ
ー
タ
が
そ
ろ
い

ま
し
た
の
で
フ
ッ
ト
パ
ス

マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
成
枚
数
は
１
，
０
０
０

部
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

フ
ッ
ト
パ
ス
マ
ッ
プ

の
中
に
い
ろ
ん
な
情
報
を

組
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
大
き
な
広
が
り
が
で

き
る
と
思
う
が
。

町
長　

今
回
の
マ
ッ
プ
は

個
人
や
事
業
所
の
庭
、
ま

た
植
木
造
園
業
の
植
木
畑

や
樹
木
等
が
あ
る
公
共
施

設
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
の
改
正
版

で
は
今
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
飲
食
店
、
更
に
は
今

回
の
事
業
も
含
め
融
合
さ

せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

フ
ッ
ト
パ
ス
の
防
犯

対
策
は
。

町
長　

自
己
防
衛
で
ご
協

力
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
先
進
地
の
対
策
も

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

ち
よ
だ
ス
マ
イ
ル
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
フ
ッ
ト
パ

ス
を
対
象
事
業
と
す
る
考

え
は
。

町
長　

お
互
い
健
康
目
的

の
共
通
点
は
あ
り
ま
す
が

現
段
階
で
は
連
携
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問　

ま
ち
づ
く
り
に
学
生

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
考

え
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
か
か
わ

り
の
な
か
っ
た
学
校
に
も

呼
び
掛
け
、
多
く
の
学
生

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

植木の里、新規４事業の狙いは

【 町長 】町の魅力発信につなげていきたい

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

新規４事業で町内外へ魅力を発信
（植木の里モニュメント）

※ フットパス
風景を楽しみながら歩くこみちの
こと。

つぶやき

フットパスで健康寿命
を延ばしましょう。
生垣・誕生記念樹を植
えて緑化の推進を図り
ましょう。
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　埼玉県、寄居町議会発行の「お元気ですか　寄居
町議会です」は、平成29年度全国町村議会広報コ
ンクールにて「最優秀」を受賞しました。
　より良い「大河」を目指し編集方法や、どのよう
な工夫をしたら良いかを学びました。
　議会広報広聴特別委員会として、委員長を中心に
「広聴」が大切と考え、各委員が「議員の自立性と
自主性」を高めています。紙面は、「住民の声」を多
く取り入れ町民目線でわかりやすい工夫をしていま
す。取材では、委員以外の議員も協力して、意見や
思いを掲載するなどオール寄居町議会で、若者にも
手に取ってもらえる議会広報紙づくりを行っていま
す。また、編集・印刷の専門業者をうまく活用して
います。
　研修などで学んだことを積極的に取り入れ、町民
と議会の懸け橋として「町民目線でわかりやすく」

を考えた紙面づくりを行いたいです。
 酒巻 広明　記

　小川町は埼玉県の中西部にあり、周囲を外秩父の
山々に囲まれた人口30,399人、面積は60.36㎢の
緑豊かな町で、千代田町と比較すると人口、面積そ
れぞれ３倍程度になっています。東武東上線の始発
駅で池袋まで70分ほどで行けるため都内への通勤
者も多いそうです。
　特産品の小川和紙は、「細川紙」の製紙技術が国の
重要無形文化財になっており、議会広報紙の表紙に
背景デザインとして取り入れたところ、平成28年
度議会広報全国コンクールにおいて編集・デザイン
部門で奨励賞を受賞され、29年度は優秀賞全国第
５位に入賞されました。入賞後は視察研修の申込み
が急増しているそうです。
　小川町議会広報紙の特徴は町民が紙面に数多く登
場することです。顔写真や似顔絵をいれた300字程
度の寄稿文から20～50字ほどのテーマを決めたコ

メントまで幅広く町民が登場しています。町民に
とっても、知り合いや身近な人が掲載され好評との
ことです。
　本町でも、町民の皆さまに「大河」へたくさん登
場してもらうことを検討してきました。今後は積極
的に取り組みたいと思います。町民の皆さまには、
執筆や顔写真の掲載などのご協力をお願いできれば
と思います。 橋本 和之　記

町民目線でわかりやすい紙面づくりが大切‼ 

視察研修レポート 議会広報編集委員会
平成30年５月16日 実施

参加者：橋本 和之　酒巻 広明　柿沼 英己　川田 延明　森 雅哉　大谷 純一　大澤 成樹　髙橋 祐二

場所：埼玉県小川町・寄居町

真剣に講義を受ける委員

寄居町議会だよりのポイントと特徴

小川町

寄居町

表紙

紙面特集ページ 裏表紙

シリーズ化の「よりいの人」
キャプション

住民登場記事の
「Voice」

住民の声を掲載

議員の声を掲載

次の議会報告会
の記事紹介

表紙写真は、笑顔
の人や何かに打ち
込んでいる人やが
んばっている人を
テーマに

創刊時より住民の声を掲載した
人数を表示

臨場感ある写真やわかりやすい
コメントで紹介
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　放課後、安心して過ごせる場所がない子どもをど
うするのか？１番に安全・安心が叫ばれる昨今、放
課後に子どもが安全で安心して活動できる居場所づ
くりの確保と地域とのつながりを深めるため、平成
29年度に試行的に開催された「放課後子ども教室」
が本年度より本格開始されました。
　子どもたちの成長を第１に考え指導してくださる
教育活動推進員４名、活動サポーター２名の下、毎
週木曜日、空き教室を利用して授業終了後から午後
５時30分まで１年生から５年生までの子ども26名が
学習や遊び、運動、体験を通して地域の大人や異学
年交流の中で社会性や規範意識などを身に付け、心
豊かで健やかな子どもたちの育成を目指した活動が
なされています。子どもにとっては、単に１人になら
ずにすむというだけでなく、学校では出来ない交流
活動や運動・文化活動を体験できる機会になります。
　１人でも多くの子どもたちと活動していくために

も保護者や児童の反応や意見、満足度等も調査しな
がら、より魅力ある充実した「放課後子ども教室」
となってほしいです。 大澤 成樹　記

※ 西小学校では毎週火曜日に実施しています。

笑い声のたえない「放課後子ども教室」

管内視察レポート

議員の一言議員の一言視察を終えて視察を終えて

文教民生常任委員会 平成30年６月14日実施
場所：東小学校

下級生に読み聞かせをする上級生

　指導員に感謝。教
室に笑顔があり安心
して勉強できます。
 川田

　放課後が子どもた
ちの「生きる力の糧」
となってほしいな。

大澤

　５年生による絵本
の読み聞かせは良い
試みと思います。

青木

　先生の適切な指導
により生徒の目に活
気、輝いていた。

小林

　放課後子ども教室
や東西児童館、子育
てにやさしい街。

大谷

　町の歴史や文化を
学べる時間もあると
良いと思います。

酒巻

　放課後子ども教室
での子どもたちの元
気な姿がよい。
 柿沼

　勉強を教えてもら
えて遊びもできる有
意義な時間です。
 森

　現在の子育て教育
事情を垣間見た時間
と思いました。
 細田

　指導員の方が多く、
宿題や自主勉強が進
んでいました。

橋本
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
柿沼 英己（委員長）
森　 雅哉（副委員長）
細田 芳雄
襟川 仁志
橋本 和之

≫主な所管事務について
総　務　課…町づくり町民集会・講演会について
　　　　　　ゆう活※の実施について
財　務　課…平成30年度町税課税状況について
都市整備課…ふれあいタウンちよだ・舞木土地

区画整理地内の分譲状況について

経　済　課…特定外来種（クビアカツヤカミキ
リ）の被害について
ちよまつりの成果とお知らせ（町
とジョイフル本田の連携事業）

※働き方改革の一環として夏季に早い時間に仕事を始め早
めに仕事を終え、明るい夕方を有効活用すること。

≫意見交換　町のホームページについて・６次産業の町の取り組み状況について
≫閉会中の継続調査について

問
都
市
計
画
道
路
の
進

捗
は
ど
う
か
。

答
用
地
買
収
は
残
り
２

軒
で
す
が
、
工
事
を
始
め

る
予
定
で
い
ま
す
。

問
川
せ
が
き
の
花
火
は

昨
年
と
同
業
者
に
す
る
の

か
。ま
た
変
わ
っ
た
点
は
。

答
同
じ
業
者
で
、
予
算

は
昨
年
よ
り
減
額
に
な
る

予
定
で
す
。

問
ち
よ
ま
つ
り
を
７
月

以
降
実
施
す
る
の
か
。

答
未
定
で
す
。
ジ
ョ
イ

フ
ル
本
田
よ
り
、
店
内
ス

ペ
ー
ス
利
用
に
つ
い
て
、

地
元
と
し
て
優
先
的
に
物

産
展
の
依
頼
が
来
て
い
ま

す
。

問
町
づ
く
り
集
会
の
講

師
に
つ
い
て
。

答
集
客
力
の
あ
る
、
た

め
に
な
る
講
師
を
選
定
し

ま
す
。

問
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
被
害
対
策
は
ど
う

か
。

答
被
害
木
（
サ
ク
ラ
の

木
）
を
中
心
に
、
70
本
確

認
し
て
、
薬
剤
を
注
入
し

た
り
ネ
ッ
ト
で
木
を
お

お
っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て

議
員
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
同
時
に
取
り

組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

執
行
部
ど
の
年
代
に
見

せ
た
い
か
で
、
ど
れ
を
利

用
す
る
か
、
今
後
検
討
の

上
進
め
て
い
き
ま
す
。

執
行
部
相
談
体
制
と
し

て
、
館
林
地
区
農
業
指
導

セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
ま
た

平
成
27
年
に
群
馬
県
６
次

産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。支
援
体
制
と
し
て
は
、

地
元
産
農
産
物
を
使
っ
た

新
商
品
の
開
発
に
か
か
っ

た
費
用
の
２
分
の
１
を
補

助
金
と
し
て
交
付
す
る
事

業
が
あ
り
ま
す
。（
※
限

度
額
は
３
０
０
万
円
で

す
。）

議
員
６
次
産
業
で
は

な
い
が
、
加
工
品
を
試
作

し
た
方
の
そ
の
後
は
。

執
行
部
新
商
品
開
発
業

者
の
指
定
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
商
品
を
見
て
検
討

し
て
い
く
段
階
で
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項

ジョイフル本田で開催された農産加工品販売「ちよまつり」

６
次
産
業
の
町
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い

て
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
川田 延明（委員長）
大澤 成樹（副委員長）
青木 國生
小林 正明
大谷 純一
酒巻 広明

≫主な所管事務について
住民福祉課…学童保育所の現状について
健康子ども課…ちよだスマイルポイント事業につ

いて
環境下水道課…ごみのリサイクルの現状について

教育委員会…４月開所の適応指導教室の進捗と
運用方法について

　　　　　　　子どもの社会教育について

≫意見交換　健康増進と推進について・小中一貫校の取り組みについて
≫閉会中の継続調査について

問
部
活
動
指
導
員
は
採

用
で
き
た
か
。

答
平
日
午
後
４
時
頃
か

ら
の
指
導
と
い
う
こ
と
で
、

時
間
的
な
制
約
が
あ
り
ま

す
。
現
在
マ
イ
タ
ウ
ン

テ
ィ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
る

方
が
以
前
よ
り
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
練
習
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
今
回

部
活
動
指
導
員
と
し
て
採

用
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
適
任

者
が
い
れ
ば
登
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
不
登
校
生
徒
の
原
因

は
。

答
学
力
が
要
因
と
な
る

子
も
い
ま
す
が
、
や
は
り

家
庭
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
一

番
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
年
齢
が
高
く
な
る

ほ
ど
、
悩
み
を
抱
え
や
す

く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

問
学
童
ク
ラ
ブ
の
受
け

入
れ
体
制
は
。

答
平
成
30
年
前
後
が
子

ど
も
の
数
が
ピ
ー
ク
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
等
の
長
期
休
み

期
間
に
需
要
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
協
力
し
て

も
ら
え
る
指
導
員
さ
ん
に

お
願
い
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

問
ち
よ
だ
ス
マ
イ
ル
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
町
民
へ
の

周
知
徹
底
は
。

答
平
成
30
年
７
月
か
ら

ち
よ
だ
ス
マ
イ
ル
ポ
イ
ン

ト
事
業
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
や
ゴ
ミ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

新
し
い
チ
ラ
シ
を
毎
戸

配
布
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

意
見
交
換

健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
に
つ
い
て

執
行
部
健
康
は
小
さ
い

頃
か
ら
の
積
み
重
ね
で
あ

り
と
て
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
に
は
３
カ
所
に
管
理

栄
養
士
が
お
り
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
料
理
を
出
し
て
も

食
べ
残
す
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
協
議
を
重
ね
な

が
ら
ど
う
し
た
ら
子
ど
も

た
ち
に
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
い
健
康
な
体
づ
く
り

が
で
き
る
か
考
え
て
い
き

ま
す
。

高
齢
者
の
歯
の
健
康

状
況
は

執
行
部
口
の
健
康
は
と

て
も
大
事
で
す
。
健
康
の

入
り
口
で
あ
り
心
の
出
口

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
物
を
噛
ん
で
脳
に

刺
激
を
与
え
栄
養
を
し
っ

か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

年
を
重
ね
る
程
に
歯
周

病
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

40
・
50
・
60
歳
の
節
目

な
ど
に
検
診
し
て
も
ら
う

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項

主な協議事項
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

９月４日（火）～９月14日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

議会広報編集委員会
委
員
長

橋
本　

和
之

副
委
員
長

酒
巻　

広
明

委

員

柿
沼　

英
己

委

員

川
田　

延
明

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

大
澤　

成
樹

委

員

髙
橋　

祐
二

今号の表紙
“じゃがいもたくさんとれたよ”
６月18日、西幼稚園の年長さんが園庭にて「じゃが
いも掘り」をしました。
年中時の３月に植えたじゃがいもが、ぐんぐん成長
し山盛りいっぱいとれました。
園児みんなで美味しく食べました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

木彫の会
代表者：杉山　芳廣さん（舞木）

　平成６年に設立され約24年間活動して
いる歴史ある文化団体です。
　会員は、現在７名です。原木を厳選して
作品を創り上げるのも醍醐味の一つです。
　主な作品は仏像や日光彫で、町の文化祭
や郡の文化祭などに出品しています。
　また、上野東京国立博物館にも見学に行
き、勉強しています。
　赤坂先生を講師に技術の向上を目指して各自好きな作品創りに励んでいます。

　毎週水曜日、夜７時から９時まで町民プラザ工芸室で
活動しています。
　現在会員を募集しているので、ぜひ一度見学し、体験
してもらいたいです。

木彫りの世界へどうぞ

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆さまありがとうございました。

取材議員のひとこと

皆さん人生経験豊かで休憩時間など
会話を楽しむのも会の魅力の一つか
なと思いました。

川田柿沼
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